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最近の海外誌にみられる総観気象の動向

毛　利　圭　太　郎

　は　し　が　き

　最近の総観気象（synoptic　meteorology）で取扱う範

囲はかなり広い．半球全体にわたる大規模の現象から雷

雨やトルネードーなどのmeso－scaleの現象まで，新ら

しい観測資料の充実とともに，つぎつぎに研究範囲がひ

ろげられている．ことに数値予報，雲物理，レーダー気

象などの発展につれ，それらとの関連した分野の解析が

行われているため，ますます多岐多端になる傾向があ

る．しかし，ここでは本来の意味の総観気象の分野につ

いて展望をこころみることにする．

　もともと総観気象の方法は，はじめに大前提をもちだ

して快刀乱麻をたつ式に論じてゆくのではなく，一つ一一

つのcase　studyをつみ重ねて，このなかから一般的な

もの普遍的なものをつかみだそうというものが多い．つ

まり多分に帰納的な色彩がこいい．したがって総観気象

の最近の論文を紹介するにしてもcase　studyのものが

多くなるが，それは単なるcaseではなく一般に通ずる

caseと解釈して紹介するわけである．もちろんcase

studyによって決定的な一般性をみちびくにはぼう大な

研究を必要とすることは当然であって，一つ二つのcase

から一般に通じるものをくみとるにも限度があり，その

意味では一種の素材提供のかたちともなるわけである．

　いままでの総観気象の研究をみると未知の現象，未知

の領域への探求という形で行われたものが多い．したが

って新らしい観測資料は新らしい進歩をもたらしてい

る．最近の海外誌をながめてみてもこの感は深い．たと

えば成層圏のジェット流の研究など，地上20kmとか

30kmまでの実測風が確実にえられるようになってはじ

めて可能のことである「し，中国大陸上の高層解析にして

も何年かの資料の蓄積があってはじめてできることであ

る．一方，レーダーの進歩がmeso・scaleの研究に大き

な資料を提供しつつあって・台風・ハリケーンを含めて

の雷雨，不安定線，トルネードーなどのmeso－meteoro－

10gyは急速に進展している．このmeso－scaleの現象

を数値予報にいかに取り入れるかはさし当っての大きな

問題であろう．

　いか・大規模の現象と小規模の現象とに分けて述べて
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みよう．筆者の不勉強のため海外誌の主なものだけしか

見る余裕がなかったので，特殊な雑誌にのったものには

ふれていない．まず，下層成層圏および上層対流圏に関

連した問題からながめてみよう．

1・下層成層圏および上層対流圏に関連した問題

　1・1　概　　観

　最近，成層圏まで確実な実測風がえられるようになっ

たし，また上層対流圏の飛行機観測の資料がふえてきた

ため，、成層圏内のジェット流，tropopause，上層対流

圏のupper　frontなどに関していくつかの論文がみら

れる．ことにカナダ上空25km内外にある冬季のarctic

stratospheric　jet　streamの解析は，その成因がオゾン

層に関連している点で興味がある．

　航空の問題に関連して太平洋のジェット流がとりあげ

られている．何といっても資料のないことが最大の悩み

であるが，この問題は日本としても重要な問題である．

　また放射能汚染の問題と関連して定高度気球による上

層風の解析がある．この方法は上層対流圏の研究に多く

の知識をもたらすことは確かであり，また放射性物質そ

のものを追跡して大気環流をしらべようという方向へも

進展している．

　熱帯上空200～100mbに観測されるeasterly　jetも

われわれには興味深い問題である．大循環的にどう説明

すべきか，また台風の発生などに関係があるのかないの

か，これらの点はまだ今後に残されたことである．

　1・2WMOから出版されたジェツト流の綜合報告

　まず最初に1958年に国際気象機関（WMO）のTech－

nical　Noteの19号として発行されたジェット流に関す

る総合報告・）を紹介しよう．これはWMOの高層委員会

の依頼によりC．W．Newtonが編輯委員長となり，R．

Berggren，W．」．Gibbsとともに最近のジェット流に関

する観測事実をまとめたものである．Newtonはアメリ

カ人，Bヒrggrenはスエーデン人，Gibbsはオーストラ

リヤ人であるから，編輯は広い目で行われている．

　ジェット流に関してはさきにアメリカ気象学会のmo－

nographとして出版されたRieh16地1による綜合報

、天気”　a　2．
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告があるが，　Rieh1のものは追加訂正の章をいれても

1953年までのものであるかち，今度のNewtonの方が

1957年までの新らしい資料を扱つているわけである．取

り扱い方もすごし違つている．巻末には38頁にわたる

538の文献のリストがあり，この方面に興味をもたれる

方には知識を整理するのに役立つことと思われる．内容

はつぎのとおりである．1．緒論，2．風および温度場

の一般の性質，3．ジェット流の平均循環および気候

学，4．ジニット流とsynoptic　systemとの関係，

5．ジェット流の水平断面，6．垂直方向の風の変化，

7．晴天のタービュレンスとジェット流，8．雲とジェ

ット流，9．ジェット流航法。

　よんでみるとっぎのような点にきがつく．まずデータ

の処理法にとくに注意をはらっている．とくに飛行機観

測の資料はそうである．また，ジェット流の観測される

地域としてっぎの5っをあげている．1．熱帯，2．両

半球の緯度30度ふきん，3．両半球の緯度40。と60。と

の間，これに加えてsubpolar　regionの高いところにも

ジェット流が観測される．これらの地域におこるジェッ

ト流はそれぞれつぎのようになる：equatorial　jet，sub－

tropicaljet，polarfrontjetおよびhigh－1evelstra－

tospheric　jet　in　subpolar　region．

　さて，第二次大戦末期から戦後にかけてジェット流の

発見，それにつづくRossbyをはじめとする理論的な

説明を行つた時期は，はなばなしかっただけにそれ相当

の一段階を画した．これによってジェット流は一応わか

ったというところまで達したわけである．大循環に対し

ても新らしい考え方を提起し，近代大循環論の樹立に大

きく役立ってきた．しかしながら，飛行機観測の資料の

充実，定高度観測気球や上層風の資料の増加にともなっ

て，しだいにこんとんとした第二段階へとはいってき

た．ふたたびジェット流はわからないという声がきこえ

るようになった．これと前後してChameyをはじめと

する数値予報の急速な輝やかしい発展がおこなわれたの

で，ジェット流に関する研究はしばらく資料のつみ上げ

という時期に入らざるをえなかった．Newtonのこの綜

合報告はこのようなこんとんの第2段階の状況をつたえ

るものであるとみることができよう．このような系統だ

てた綜合報告はついできたるべき発展のための一つの足

場となることは間違いない．

　1・5Endlich，McLeanなどによるjet血ontの

　　　モデル
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とめたEndlichおよびMcLeanの報告2），3）も興味あ

るものである．すでにRiehlおよびMaynardにょ

って1952～53年の冬の観測をまとめた報告もあるが，

EndlichおよびMcLe鋤のものは1953～54，および

1954～55の冬の観測をまとめたものである．Project

Jet　StreamによるB－29，B－47の観測をまとめ，それ

らからジェット流の平均的な構造をモデルにして描き出

している．この報告の中で注目すべきものは“jet　stre－

am　front”あるいは簡単に“jet　front”と名づける現
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観測資料の整理という点で，ぼう大な飛行機観測をま
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　　第1図　ジェ》ト流のモデル

細実線：等風速線（中心風速のパーセソト）

点　線：等温線（模図的）

太実線：ト・ポポーズまたはフ・ソト

太破線：最強風の高度

象を述べていることである．このjet　frontはジェット

流の真下にあらわれ，風のシアーと温度傾度の集中した

領域で上，中層対流圏で最もいちじるしく，必ず「しも下

層対流圏には達「していない．そのモデルを第1図に示

す．この種の上層のfrontはすでにReed，Sanders，

Saucier，Raethienなどによっても部分的には指摘さ

れているし，筆者も極東における断面図解析から指摘し

subtfopicaljetにともなつたものをsubtropicalfront

と呼んだ．

　E血dlichによると総計65回の観測からえられた“中緯、

度のjet　stream”の特徴はつぎのとおりである．

　（1）ジェット流の北側でtropopaUSeの不連続がある

（高さは少くとも1km以上，南北200km程度）．

　（2）ジェット流の中心部の風は100ノットをこえ，北

側で緯度1．5度，南側で緯度2．5度で，風速は中心風速

の80％にへる．

　（3）ジェット流中心の下から南方へ，高度をさげなが

らのびてゆく温度場の安定層（jet　front）がある．この

jet　frontではisentropeとisotachがfrontの擁界
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にそって走る傾向があり，水平温度傾度と垂直・水平風

速シアーはこのfrontの中で集中している．

　（4）中緯度ジェット流の下方のpolar　frontは位置を

かえるが，平均的にはpolarfrontが500mb面とま

じわったところがジェット流の中心の真下にある．

　なお，湿度観測をまとめるとジェット流の北側では乾

燥しており，南側では湿っている．jetfrontのところ

で湿度の傾度がもっとも強くなっている．この現象は予

報関係者にとってはきわめて興味ふかいことである．そ

れは，雲の分布が第2図のようになっていることと関係
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　　　第2図　B－29による観測
（1954，　3月30日）ジェット・フ・ント

に伴う雲の分布を示す。
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があるからである．第2図は1954年3月の1例である

が，iet　frontの上端にそってcirrusがでている．ま

たこの上層雲は中層雲や下層雲と直接にはつながらず，

それらとの間にすきまのあることを示している．多くの

雲の観測をまとめてみるとこのようにjet　frontの上に

そって上層雲の頻度がもっとも高い．cirruS，cirro　st－

ratus，cirrocumulusいづれについてもこの結果は大体

同じである．

　予報や観測関係者は，すでに前から雲の発生高度が幾

層かになっていることは知っていたし，また，中下層雲

に関係な「しに，上層雲だけが現われ，また消えてゆくこ

とがあるのを知っていた．いわゆる薄曇りの予報に関連

した問題である．また多くの気象関係者はどうして上層

雲が発生するかを疑問に思ったことであろう．筆者も，

天気図をかいてみたり，旅行をしたときなどしばしばこ

の疑問になやまされてきた．まさか地上の空気が上昇し
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て行って，上層雲の高度に達してはじめて凝結するのだ

ろうといわれても納得する人は少いに違いない．まずも

っともらしい説明としては，温暖前線面にそう上昇気流

がおそらく上層雲をつくるのだろうとか，雷雲の上部に

生ずるカナトコ雲が流されてできるのだろうというよう

なものである．しかし，上層雲だけできてまた消えてし

まうことのあるのはどうしてだろうかということになる

と，どうも納得がゆかない．

　EndlichやMc　Leanの報告はこのような疑問に対

して一つの手がかりを与えてくれるような気がする．jet

frontの成因はまだ解決されないにしても，jet　frontに

そって上層雲があらわれるということを指摘したのは一

つの収穫である．われわれはこのような観測資料がさら

につみ重ねられてゆくことを期待したい．

　1・4　Easterly　jet

　夏季，熱帯の上空でesaterly　letのあらわれること

は前から知られていたが，最近詳しい解析がTellus誌1

にのっている．一つは太西洋西部からカリブ海にかけて

のAlakaの解析4）で，もう一っはインド上空のKotes一・

waramの解析5）である．

　Alakaの解析したeasterly　ietは200mb内外，

Koteswaramの解析したietは150～100mbふきん
のものでともに夏季のものである．中心風速は70～100・

ノット程度で中緯度のwesterly　jetよりは弱いようで

ある．大西洋では北緯25度ふきん，印度では15度ふき

んのものが取扱われている．Alakaはeasterly　ietば

温度場とはとくに関係がないと述べているが・Koteシ

waramは関係があると述べている．この点については

さらに多くのcase　studyによって確かめる必要がある

と思われる．Alakaは上空のeasterly　jetと下層の（・a一・

steriy　waveとが関係があるらしいと述べているが，

Koteswaramはeasteriy　jetはアジアの大陸と海洋み

分布，ならびにチベット高原からの熱の供給によってで

きたものではないかと述べている．

　もともとtropicsの大気大循環については，中緯度

ほどはっきり分っていないから，easterlyjetの成因に

ついて今すぐ結論をだすことは困難と思われる．観測資

料も不足であるが，また研究報告の数も少い．われわれ

にとっても夏のモンスーンや熱帯低気圧の発生と関係が

あるのかないのか知りたいことが沢山ある．とくに気に

なるのはKoteswaramが太平洋や大西洋の海上でea－

sterlyietが観測されないと述べていることである．果

してそうだろうか．かってVuorelaは大西洋上の船の

、天気”　6．　2、
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襯測から大西洋上でeasterly　jetらしいものを観測し

ているし，またクラカトア火山の爆発の際やビキニの水

爆実験の時もeasterly　jetらしいものが観測，あるい

・は推定されている．もっとも後者では高度はさらに高

く，下層成層圏あたりである．また南半球では濠洲でも

・easterly　jetが観測されている．一方，Rieh1はかっ

て，熱帯上空では上層の流れは多くの渦になる傾向のあ

ることを指摘している．これらとの関係はどうなるので

あろうか．easterly　jetに関してはまだまだこれからと

～・うところである．

　1・5　太平洋のジェット流

　太平洋のジェット流の研究は，この方面を大型ジェヅ

ト機がとぶようになるので着々とすすめられている．わ

1が国でも羽田航空気象台，気象庁予報課，高層課などで

解析，予報などが行われているが，アメリカでもパンア

メリカンやノースウエストなどの航空会社が中心になっ

てAROWA　projectとしていろいろ研究されている．

平均的なことは大体わかってきたが，細かいことになる

と観測資料の不足が致命的である．いまのところ一つ一

つの飛行機観測をたんねんに調べ，これを天気図に記入

してゆくほかは仕方ないのではなかろうか．このような

突際的な要求に答えるには数値予報方式によるジェット

流の予報が大きな役割を果すことと思われる．ただ上層

’対流圏は変動のはげしいところであるから，克服すべき

問題はまだ沢山ある．

　1・6　Arctic　stratospheric　jet　stream

　冬，北極が夜になるころ，北緯70～75度あたりでジェ

ット流が観測され，最近これについていくつかの解析が

報告されている6）．　LeeおよびGodsonによると，

高度は50mb以上で時には230ノットにも達する．カナ

ダでは北緯80度あたりまで風の観測所があるためいろい

ろ興味ある結果がえられている．この成層圏のジェット

の特徴は，いちじるしいbaroclinicの場と結びついて

“いることである．ジェット付近の温度場は変動が大き

く，25mb（25km内外）で24時間に34。Cも上昇した

例もある．この温度変化にはオゾンが関係しているら「し
い
．
す なわち太陽放射がぢかに利いているらしい．もし

そうだとすれば，オゾンが太陽放射を吸収し，長波長の

放射で冷えるためたえず不平衡を起し，したがって，

一冬，地球の蔭のところで温度傾度を生じ，ジェット流を

・生ずるわけである．カナダではIGYの期間中25mbの

高層天気図をかいてこのジェット流を解析しているか

ら，そのうちさらに詳しいことが分ることと思われる．

1959年2月

2．大循理に関連した問題
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　2・1概　　観

　つぎに大循環に関連した問題をながめてみよう．この

方面ではとくにわれわれに身近かなアジアの大循環の問

題について多くのことがわかってきた．北半球全体の立

場からいえばアジアにはまだ未開拓の問題が多い．一っ

には中国の資料が最近まで公表されなかったこと，また

そのほか，広大な西太平洋に観測資料の少いこと，東南

アジアから十分な資料がえられないことなどがその主な

原因かもしれない．わが国で活濃に行われている梅雨，

台風，季節風などの研究は・当然わが国の位置している

地理的な条件すなわち巨大なアジア山嶽，広大な大洋な

どの影響と密接に結びついているから，予報期間を延長

する問題と関連して，アジア全体ひいては北半球全体の

現象と結びつけて考えざるをえなくなる．このさい，問

題になることは，どこまでが北半球全体の大循環の現象

で，どこまでがアジアだけで変化をした現象であるかと

いう疑問である．つまり北半球全体に山嶽がなかった時

起る現象と，アジアの山嶽，海洋の影響だけで起る現象

とを区別できるかという疑問である．おそらく両者を明

確に区別することは困難で，両者は相互に結びついたも

のであると思われるが，ほかの大陸，すなわち北米大陸

やヨーロッパ大陸の現象と比較するとき重要になる．

　2・2　中国大陸上の環流

　アジアの環流に関してTellusにのった中国の綜合報

告7）は今後われわれが研究を進める上に参考になること

が多い．中国で一番問題になるのは当然ヒマラヤおよび

チベット高原の影響である．中国の綜合報告の内容はつ

ぎのようである．1．高層総観解析　　1．1平均運動場

1．2季節変動　1．3東アジアの主な天気現象　1．4東ア

ジアの環流および中国の天候におよぼすチベット高原の

影響　1．東アジアの大循環の力学的研究　2．1東アジ

アの平均的な冬の流れの形成　2．2日日の天気におよぼ

す地形の力学的な影響．

　中国においてもわが国で行われたように，梅雨とジェ

ット流との関係を調べている．またチベット高原は温源

か冷源かという点で，夏は温源，冬は大体冷源であるが

チベット高原の南東部では温源となるとのべている．力

学的な研究では山の影響を入れた定常場の渦度方程式を

とき数値積分して実測と比較している．また山の影響を

入れたバロトロピック・モデルの渦度方程式をとき気圧

傾向を求め実測と比較している．

5
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　われわれが高層解析を行うとき中国奥地の実測風がほ

しい場合が多い．ことに山嶽の影響をくわしく調べると

きにはなおさらである．しかしこの報告にのっている平

均断面図で実測風を使ったものは90。E（夏，冬）のもの

だけで・あとの76。E，105。E，　120。E（いづれも夏，

冬）のものは地衡風を計算したものである．ただ，この

地衡風によってもチベット高原をこえる冬の平均流には

はっきりした2本の分枝があらわれている．またわれわ

れが高層天気図をかいていて，よくチベット高原の南東

側に低気圧ができるのに気がつくが，これを“SW　vor－

tices”とよんでいる．日々の天候に影響をおよぼすチ

ベット高原の作用にっいてっぎの3つがあげられてい

る．（1｝偏西風を分流し，合流させる．高原の東側で谷が

できる．（2〕大きな谷が西からやってきて高原をこえると

きdampされる．谷は高原の上で南と北とに切りはな

されて2つになる．（3）下流にいわゆる“dead　water”

現象がおこる．これをshelter　e旋ctとよんでいる．こ

れら3つはわれわれも天気図からよく知っていることで

あるから，もうすこし詳しいことが知りたい気がする．

　2・3F．Defantの解析

　つぎに興味があるのは大気の三重構造を明瞭に示した

E　Defantの北半球解析である8）．Defantは1956年1

月についてtropopause　mapをつくった．tropopause

の高さが急に変化するところ，すなわちtropopause

breaklineをしらべてみると2つあり，北のものは

polar　breakline，南のものはsubtropical　breakline

とよぶことができる．これによってゾンデの状態曲線は

大体3つに分けられ，北のものはpolar　group，中間の

ものはmiddle　group，一番南のものはsubtropical

grouPとしてまとめることができる．なおpolarbreak－

1ineのところにpolarjetがあり，subtroPicalbreak－

1ineのところにsubtropicaljetがあるので，丁度こ

のjetの中を観測「した状態曲線どしてpolar　front　jet

型とsubtropicaljet型の2つが追加され，都合5つ

の型にわけられる．このように状態曲線がいくつもの型

に分けられることはすでに前から知られていたことであ

るが，tropopause　mapをつかって北半球的規模で示

したという点で目新ら「しいといえよう．

　それぞれの状態曲線にあらわれるtropopauseの特徴

はつぎのとおりである．（1｝polar　frontの北ではtro－

popause（いかT．と略記）は300mb以下．（2）polar

frontとsubtropical　jetの間ではT．は220～270mb・

（3）subtropical　ietの南ではT．は100～80mb．（4）po一

6

1arfrontj〔tのところでは，はっきりしたT．なし．

（5）subtropical　jetのところではT．は二重構造を示し

一つは200mb近く・一つは100mb近くにある．．．

　われわれがさらに知りたいことはtropopauseの変動

の問題，ひいてはその成因に関連した問題である．なぜ

このようなtropopauseの多重構造があらわれ，しかも

それが平均的にはほぼきまった高度にあらわれるのであ

ろうか．troPicsからimPulseどして中緯度に注入さ

れた空気はどのようにしてtropopauseを変化させてゆ

くのであろうか．放射からの考察をどのようにして具体

的な大気の運動に組み合すべきであろうか．このような

数多くの疑問に対してはDefantの行ったような解析を

さらにほかの季節にも行ってみることが必要であろう．

いづれは大循環における3ceHの問題とも関連してく

るであろう．　また長期的なindeX　CyCleの変動の問題

とも関連してくるであろう．

3．Severe　storm関係

　直接人命の被害にむすびついたSevere　Stormの解析

ならびに予報の問題は，在米の藤田博士をはじめとして

多くの人々によってmeso－meteorologyの立場から着

々として研究がすすめられている．とくにrader観測

をつかってのトルネードー，雷雨，突風，降電の研究は

興味ある成果をあげ今後ますます発展する方向にある．

わが国においても日乍年の17号，21号，22号台風につい

て興味ある観測結果がえられた．

　北米大陸でトルネードーの発生したときのair　maSS

の特徴を状態曲線によって分類するとつぎの3つになる

ことが知られている9）．Type　I：大平原型．Type∬：

メキシコ湾沿岸型．Type皿：西岸型．これらは必らず

しも名称で示された地域だけで起るものではないが，王『

として発生する地域の名称によって分類されたものであ

る．大平原型というのは800～700mbに逆転層ないし

安定層をもち，その下は湿潤・逆転層内で急に乾燥して

いて，状態曲線はともに条件付不安定になっているのが

特徴である．400mbまでの空気はstability　indexが

負である．メキシコ湾沿岸型というのはメキシコ湾沿岸

からフロリダにかけて多く，高いところ（400mbあた

り）まで湿っている型であって・熱帯のair　maSS内に

あらわれる．条件付不安定であるが逆転層はあらわれな

い．西岸型は太平洋沿岸に多く・湿潤で条件付不安定で

あるが，メキシコ湾型にくらべて温度が低い．この型で

もとくに逆転層はあらわれない．

、天気〃　6．2．
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　Severe　stomが起る条件としてはair　massのもつ

内在的な不安定度とそれに衝撃を，あたえるtriggering

mechanismがあげられている．不安定度は，熱的な不

安定度，下層の空気に含まれた水蒸気の量ジ対流圏中層

の風の強さなどに関係がある．とくに注目すべき点は

severestomが単なる対流だけや，全く思いもかけな

いような所で単独に起るというようなことがきわめてす

くない点である．ほとんどの場合スコール・ラインや雷

雨線（1ine　of　thunderstorm）〃こ伴って起る．これは前

線とは必らずしも関係がないが，前線上の弱い小低気圧

（microcylone）や小じょう乱によって誘発される．

　最近わが国でも，豪雨，突風，雷雨などの解析から不

安定線あるいはこれに関連した名称のもとに多くの研究

報告が発表されているのは興味あることである．

4・Palm6nのハリケーンの解析

　台風の研究はわれわれにとって最も重要な研究問題の

一つであるが，日本に上陸する台風は南方洋上で最盛期

をすぎて偏西風帯に突入しようという段階のものが多

い
． とくに秋の台風ではそうである．したがって台風の

運動と偏西風とめ相互作用が重要になってくる．Palm－

6nは最近北アメリカ西岸に上陸「したhurricane　HazeI

の解析を行っている10）．いろいろ計算が行ってあるが，

最後にHaze1はeddy　Potential　energyをeddy　ki－

netic　energyにかえる役割を果したとのべている．こ

れはStarrとLorenzによってのべられたエネルギー

の変遷過程を具体的に述べたことになり・大きな目で台

風を論ずる際には一つの示唆を与えるものと思われる．

5・む　す　び

　以上4項目にわたって最近の研究を紹介してきたが，

もちろんこの外にも重要な研究がたくさんある．たとえ

ばソ連の研究である．数値予報ならびに大規模な現象の

高層解析が行われていることを断片的にしりうるが，語

挙のハンディキャップのため，ここではたの紹介者にゆ

づらざるをえない．Eurasia大陸の総観解析，シベリ

ヤのcold　vortexの高層解析，中央アジアの総観解析

などわれわれにとって参考になること、と思われる．

　最後に，総観気象の立場から大きな問題となるのは，

59

ここ2年間つづけられてきたIGY関係の観測資料の整

理を・いかに行うかということであろう．140。Eを中心と

した地域の総観気象の研究は当然日本の気象関係者の担

当すべきものである．前回のIGYの整理に何年もかか

ったことを思えば，今回の資料整理，調査研究には何年

もかかることだろう．とくに今回は910bal　scaleで資

料が充実しているので大循環の解明には多くの成果をも

たらすことだろう．ごく平凡な結論であるが，われわれ

はその成果を期してまちたい．
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